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本日、日本政府観光局（JNTO）が２００８年に日本で開催された国際会議（コンベンション）(*注 1)の統

計を発表しました。この統計は年に１回発表され、日本における国際コンベンション開催実績の指標とな

るものです。（詳細は別紙参考資料を御参照ください。なお、日本政府観光局（JNTO）では、2008 年（今回）の統

計から名称を「国際コンベンション統計」から「国際会議統計」に改めています。） 

横浜は、国内では主要な指標において第１位、または東京に次いで第２位以上の実績を示しています。

また国際的にも、開催件数ベースで世界第世界第世界第世界第２６２６２６２６位位位位、、、、アジアアジアアジアアジア第第第第５５５５位位位位、、、、アジアアジアアジアアジア各国各国各国各国のののの首都首都首都首都をををを除除除除くくくく都市都市都市都市のののの中中中中でででで

はははは第第第第１１１１位位位位の地位を占め(*注 2)、名実ともに国際コンベンション都市としての地位を確立しつつあります。 

 

＜＜＜＜参加者総数参加者総数参加者総数参加者総数はははは 230230230230,4,4,4,474747474 人人人人でででで第第第第１１１１位位位位＞＞＞＞    
  都市別の参加者総数では、横浜は 230,474 人で、2007 年から２年

連続で第１位となりました。 

 2008 年（人） 2007 年（人） 増加率(%) 

参加者総数 230,474 182,487 26.3 

国内参加者数 209,605 169,670 23.5 
内訳 

外国人参加者数 20,869 12,817 62.8 

   

＜＜＜＜開催件数開催件数開催件数開催件数はははは 111184848484 件件件件でででで第第第第２２２２位位位位＞＞＞＞ 

都市別の開催件数では、横浜は 184 件で、2006 年の第６位、2007 年の第３位から順位を上げ、東京

（480 件）に次いで第２位となりました。（対前年比 17.2％増） 

 

＜＜＜＜「「「「中中中中・・・・大型国際大型国際大型国際大型国際コンベンションコンベンションコンベンションコンベンション」」」」開催件数開催件数開催件数開催件数はははは 49494949 件件件件でででで第第第第２２２２位位位位＞＞＞＞    
日本全体で開催された国際コンベンションの件数は 2,094 件。中でも、参加者総数が 300 人以上、そ

のうち外国人参加者数が 50 人以上を占める｢中・大型国際コンベンション｣は 317 件となっています。 

この｢中・大型国際コンベンション｣の開催件数では、横浜は 49 件で、東京（61 件）に次いで第２位とな

りました。（対前年比 32.4％増） 

 

＜＜＜＜会場別国際会場別国際会場別国際会場別国際コンベンションコンベンションコンベンションコンベンションのののの開催状況開催状況開催状況開催状況ではではではでは「「「「パシフィコパシフィコパシフィコパシフィコ横浜横浜横浜横浜」」」」がががが全国全国全国全国第第第第１１１１位位位位＞＞＞＞    
国際コンベンションを全国の会場別に見ると、参加者総数・外国人参加者数・開催件数の主要な３つ

の指標において、パシフィコ横浜が第１位となっています。（参加者総数 198,885 人、外国人参加者数

16,275 人、開催件数 97 件。） 

 2008 年 2007 年 増加率(%) 国内占有率（%） 

参加者総数（人） 198,885 166,768 19.3 18.5 

外国人参加者数（人） 16,275 10,954 48.6 14.7 

開催件数（件） 97 89 9.0 4.6 

注）「国内占有率」は 2008 年の国内総計に対する占有率です。 

【【【【裏面裏面裏面裏面へへへへ続続続続きますきますきますきます】】】】    

    

    

記  者  発  表  資  料 
平 成 ２ １ 年 1 １ 月 ２ ５ 日 
（財）横浜観光コンベンション・ビューロー 
事 業 部 長  野 村 嘉 彦 
Ｔ Ｅ Ｌ ２ １ １ － ０ １ ２ ２ 

国際コンベンション都市・横浜 

２年連続で参加者総数が全国第第第第１１１１位位位位！！！！    
～2008 年国際会議（コンベンション）統計～ 

第 4 回ｱﾌﾘｶ開発会議(TICADⅣ)(2008 年) 第 4 回ｱﾌﾘｶ開発会議(TICADⅣ)(2008 年) 



＜＜＜＜経済波及効果経済波及効果経済波及効果経済波及効果についてについてについてについて＞＞＞＞     

184 件のコンベンション参加者と主催者の消費活動による、市内への経済波及効果を、参加者人数を

元に推計すると、市内発生需要額（＊注３）は 144 億 7 千 3 百万円、市内誘発生産額合計（＊注４）は

195 億 2 百万円と見込まれます。 

 

＜＜＜＜今後今後今後今後のののの国際国際国際国際コンベンションコンベンションコンベンションコンベンションのののの誘致活動誘致活動誘致活動誘致活動についてについてについてについて＞＞＞＞    

現在、横浜市と財団法人横浜観光コンベンション・ビューローは、シティセールス効果と経済波及効果

の高い、2010 年ＡＰＥＣ（アジア太平洋経済協力会議）に代表される各種国際コンベンションの誘致活動

を行っています。 

その一環として、横浜観光コンベンション・ビューローでは、2009 年度から新たに①最高 1,000 万円を

誘致段階で保証する「横浜国際コンベンション助成金制度」と、②市民ボランティアによる“おもてなし”で

開催を支援する「横浜コンベンションサポーター制度」をスタートさせました。 

激しい都市間競争の渦中にあって、2010 年羽田空港再国際化による海外からのアクセスの向上など、

横浜の魅力をアピールしながら、今後もコンベンション振興を進めていきます。 

 

（＊注１） 日本政府観光局（JNTO）国際会議統計による国際会議の選定基準 

2008 年の統計から、名称を「国際コンベンション統計」から「国際会議統計」に改めています。 

 

国際機関・国際団体（各国支部を含む）又は国家機関・国内団体（各々の定義が明確でないため民間企業以外は全て）

が主催する会議で 

 ・参加者総数が５０名以上 

 ・参加国が日本を含む３か国以上 

 ・開催期間が 1 日以上 

（企業内会議、研究機関が行う講義、投資・観光セミナー、研修会等は除外。） 

  

（＊注２） ＵＩＡ（国際団体連合：Union of International Associations）による国際会議統計 

  日本政府観光局（ＪＮＴＯ）が作成する国際会議統計のほかに、ＵＩＡ（国際団体連合：Union of International Associations）が

発表する国際会議統計があります。 ＵＩＡは、1907 年にベルギー・ブリュッセルにおいて設立された非営利・非政府の団体です。

6 万を超える組織団体等に関わる情報の調査・収集・分析を行っており、その一環として、国際会議統計（ＵＩＡ統計）を 6 月に

（暫定）発表しています。 

 

（＊注３） 市内発生需要額 

いわゆる消費額を指します。例えば１万円の食事をした場合には、飲食店に同額の生産増（需要）をもたらすことになります。 

（＊注４） 市内誘発生産額合計 

発生需要を満たすために、市内で生産された財・サービスの総額。産業別の売り上げに近い概念です。 

 

【【【【次紙次紙次紙次紙へへへへ続続続続きますきますきますきます】】】】    

 以下の条件を満たす会議が統計に反映されます。 

（１） 国際機関・国際団体の本部が主催又は後援した会議 又は （２）国内団体もしくは国際団体支部等が主催した会議で 

・参加者数 ３００人以上 ／ ・参加国数 ５か国以上 ／ ・開催期間 ３日以上 

 



参 考 資 料 
１ 各都市別国際会議（コンベンション）参加者総数（上位１０都市） 

２００８年 ２００７年 

都市 参加者総数（人） 占有率（％） 都市 参加者総数（人） 占有率（％） 

１  横浜市 ２３０，４７４ ２１．５ １  横浜市 １８２，４８７ ２０．１ 

２  東京（２３区） １５８，８６３ １４．８ ２  東京（２３区） １５３，０８８ １６．９ 

３  福岡市 １０６，０２９ ９．９ ３  京都市 ６８，７２３ ７．６ 

４  名古屋市  ８２，６９０ ７．７ ４  大阪市 ６６，７１２ ７．３ 

５  京都市  ６５，２００ ６．１ ５  神戸市 ６１，０７０ ６．７ 

６  大阪市  ５６，０６０ ５．２ ６  名古屋市 ５８，３８１ ６．４ 

７  神戸市  ５０，７３２ ４．７ ７  福岡市 ５１，６１９ ５．７ 

８  千葉市  ４９，２２２ ４．６ ８  仙台市 ３９，５１８ ４．４ 

９  札幌市  ３９，９１０ ３．７ ９  つくば地区 ３１，５７６ ３．５ 

１０ つくば地区  ２７，５５７ ２．６ １０ 北九州市 ２４，５６０ ２．７ 

国内 計 １，０７２，１６３  国内 計 ９０８，０７８  

 

２ 各都市別国際会議（コンベンション）開催件数（上位１０都市）           

２００８年 ２００７年 

都市 件数（件） 占有率（％） 都市 件数（件） 占有率（％） 

１  東京（２３区） ４８０ ２２．９ １  東京（２３区） ４４０ ２３．７ 

２  横浜市 １８４ ８．８ ２  京都市 １８３ ９．８ 

３  福岡市 １７２ ８．２ ３  横浜市 １５７ ８．４ 

４  京都市 １７１ ８．２ ４  福岡市 １５１ ８．１ 

５  名古屋市 １３０ ６．２ ５  名古屋市 １０９ ５．９ 

６  神戸市  ９４ ４．５ ６  神戸市  ８９ ４．８ 

７  つくば地区           ８０ ３．８ ７  つくば地区           ８２ ４．４ 

８  札幌市  ７７ ３．７ ８  大阪市  ７６ ４．１ 

８  大阪市  ７７ ３．７ ９  仙台市  ５１ ２．７ 

１０ 千葉市  ６７ ３．２ １０ 札幌市  ４４ ２．４ 

国内 計 ２，０９４  国内 計 １，８５８  

 

３ 各都市別｢中・大型国際会議（コンベンション）｣開催件数（上位５都市） 

２００８年 ２００７年 

都市 件数（件） 占有率（％） 都市 件数（件） 占有率（％） 

１  東京（２３区） ６１ １９．２ １  東京（２３区） ６３ ２０．１ 

２  横浜市 ４９ １５．５ ２  京都市 ３９ １２．４ 

３  京都市 ２９ ９．１ ３  横浜市 ３７ １１．８ 

４  福岡市 ２３ ７．３ ４  神戸市 ２１ ６．７ 

５  大阪市 ２０ ６．３ ５  福岡市 １９ ６．１ 

国内 計 ３１７  国内 計 ３１４  

 

以上出典：日本政府観光局（JNTO）国際会議統計 

（「増加率」及び「占有率」については横浜観光コンベンション・ビューローにて算出） 

 

【【【【裏面裏面裏面裏面へへへへ続続続続きますきますきますきます】】】】    



４ ＵＩＡ（国際団体連合：Union of International Associations）統計におけるアジア各都市別開催件数の推移 

順位 順位 順位 

世界 アジア 国内 
2008 年（件数） 

世界 アジア 国内 
2007 年（件数） 

世界 アジア 国内 
2006 年（件数） 

1 1 － ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ 637 1 1 － ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ 465 3 1 － ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ 298 

6 2 1 東京 150 8 2 1 東京 126 11 2 － ソウル 89 

7 3 － ソウル 125 9 3 － ソウル 121 18 3 － 北京 80 

24 4 － 北京 75 17 4 － 北京 88 24 4 1 東京 58 

26 5 2 横浜 68 28 5 2 京都 62 31 5 － バンコク 45 

31 6 － ブサン 60 28 5 － バンコク 62 33 6 － ｸｱﾗﾙﾝﾌﾟｰﾙ 44 

33 7 － ｸｱﾗﾙﾝﾌﾟｰﾙ 55 30 7 － ｸｱﾗﾙﾝﾌﾟｰﾙ 60 37 7 － 香港 41 

40 8 － 香港 50 36 8 3 横浜 54 41 8 － ブサン 37 

42 9 － ﾆｭｰﾃﾞﾘｰ 49 38 9 － 香港 51 47 9 － チェジュ 33 

43 10 － 上海 48 39 10 － チェジュ 50 50 10 － 上海 32 

47 11 － チェジュ 44 45 11 － ブサン 42 53 11 － ﾆｭｰﾃﾞﾘｰ 30 

50 12 － バンコク 42 51 12 － ﾆｭｰﾃﾞﾘｰ 39 72 12 － 台北 23 

－ － 3 京都 34 56 13 － 上海 36 88 13 2 京都 19 

－ － 4 神戸 31 59 14 － 台北 32 － － 3 横浜 16 

－ － 4 福岡 31 64 15 4 大阪 30 － － 4 大阪 9 

－ － 6 大阪 30 65 16 5 福岡 29 － － 4 福岡 9 

 

５ ２００８年に横浜で開催された主な国際コンベンション 

  会議の内容では、医学系が最も多く、科学技術（IT、通信）、環境（バイオなど）のほか、社会・文化をテー

マにしたものも増えています。 

開催月 会議名 会場 
参加国数

（日本含む） 
参加者総数
（うち外客数） 

5 月 第 4 回アフリカ開発会議（ＴＩＣＡＤⅣ） パシフィコ横浜 ８５ 
７，０００ 

（３，０００） 

7 月 第 11 回国際リポソーム研究会議 横浜シンポジア １８ 
３０５ 

（７４） 

9 月 第 11 回世界内視鏡外科学会(11WCES) パシフィコ横浜 ７６ 
３，４２５ 

(１，２０２) 

9 月 第 15 回国際栄養士会議(ICD2008) パシフィコ横浜 ５９ 
４，６２１ 

（６５５） 

9 月 
第 13 回アジア太平洋リウマチ学会 

(APLAR2008) 
パシフィコ横浜 １１ 

６，０００ 

(１，５００) 

9～10 月 国際航空宇宙品質会議（IAQG) 2008 パシフィコ横浜 ２１ 
３００ 

（１５０） 

10 月 第 5 回世界水産学会議(WFC2008) パシフィコ横浜 ４１ 
１，５５０ 

（５００） 

12 月 
国際統計計算学会（IASC）第４回世界大

会・第６回アジア大会 合同国際会議 
パシフィコ横浜 ２１ 

５００ 

（２００） 

 

以  上 


